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今年４月１日から障害者差別解消法が施行されました。 

 これまで、障がいとは、その人が持っている性質だけから生じると多くの場合考えられてきま

した。しかし、それだけではなく、そうした個人の性質のために働けなかったり、様々な活動に

参加できなかったりするような、人々の偏見や建物のしくみといった社会のしくみにも問題があ

り、そのような社会と人々との関わりから障がいが生じると考えられています。 

 また、障がいのある人が障がいのない人より不利になることが多く見受けられます。今までは、

そうした不利の原因をその人のもつ機能障害のせいと考えてきました。しかし、障害者の権利条

約は機能障害のことを考えないでつくられた社会のしくみに原因がある

としました。 

  障害者差別解消法には、障がいを理由に差別的扱いや権利侵害をして

はならないこと、社会的障壁を取り除くための合理的配慮を提供するこ

と等が定められています。 

 学校でも、求めに応じて合理的配慮を提供しなければならず、また、その配慮は、個別の支援

計画や指導計画などに明記することが大切になってきます。特別支援学校には、一人一人の状況

に応じた配慮のノウハウが蓄積されています。地域の学校等の皆さんとそのノウハウを共有でき

ればと考えていますので、本校のセンター的機能を、ぜひ、ご活用ください。そして、それが、

本校教員が、小中学校等での指導方法を学ばせていただく機会となることも大変ありがたいです。 

 また、本校へ入学するしないにかかわらず、あるいは、病気であるかどうかにかかわらず、子

育てや障がいへの対応等についての教育相談を行います。よりよい支援のために、ぜひ、地域支

援センター「きらり」へお電話ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                          地域支援センター主任 深松 さつき        

昨年度、大変お世話になりました。今年度も「すべての子どもたちが笑顔で生活できるようにお手伝い

します」をテーマとして活動していきます。 

次のような活動を行っておりますのでよろしくお願いいたします。  

○ 悩みを一緒に考えたり、情報提供を行ったりする教育相談 

○ 保育園や幼稚園、小学校・中学校・高等学校に伺い指導・支援を一緒に検討する活動 

 ○ 研修会や実践講座、授業公開の開催 

 ○ 子どもを支える地域の関係者・関係機関との連携 

  

 

子どもたちのために、共に専門性の向上を   校長 鹿目敦子 

地域支援センター「きらり」 ～今年度もよろしくお願いします～ 

「地域センターの相談担当者につないでください」で担当の者がお話を伺います。 

http://www.sukagawa-sh.fks.ed.jp/


本の紹介 
 本校スクールカウンセラー講師の冨森崇先生から紹介を

して頂きました。 

 

～スクールカウンセラー相談を利用して～ 

子どもを育てるということは、数学のように答えが一つだったり、化学のように目に見

える結果がすぐ出たりというものではありません。「目標」「手立て」と考えても、なかな

か結果が見えないこともあり、迷ったり悩んだりを繰り返すこともあります。それでも、

迷ったり悩んだりしながら、時には時間をかけて回り道をしながら、子どもたちと共に歩

いていくことも大事なのではないかと感じたりもしています。 

そうした中、先日、私自身が今年度月２回程度来校されるスクー

ルカウンセラーの方と相談する機会がありました。 

自分の迷いを時間をかけて「話す」ことを通して、「聴いてもら

える」安心感や「一緒に考えてもらえる」心強さを感じることがで

きました。また、子どもの側に立った視点での助言からは、具体的

に自分が、今できることを考えるヒントをいただくことができました。 

短い時間の中で状況を伝えるため、伝えたいことを事前に整理することもでき、自分の

思いを振り返る良い機会にもなりました。 

「話す」ことで自分の状況を「変える」きっかけに、ぜひみなさんもそれぞれの学校や

所属機関の制度をご活用してみてください。 

文責 小学部 佐藤由美 

 

 

   

影だと立体の１面しか映らないので、

円柱も三角柱も同じ形に見えます。関わ

り手は、子どもたちの様子をいろいろな方

向から見つめたいと思います。そして、多

くの方々にアドバイスを頂きながら見えに

くい所にも気づいていきたいと思います。 

８月２２日（月）に本校を会場とし、地域の

先生方と本校職員で実践講座及び懇談会を行い

ます。今年度のテーマは、「授業のユニバーサル

デザイン」です。明日からすぐに使える工夫が

満載です。くわしいご案内は、後日配布いたし

ます。ＨＰにも掲載します。 

是非ご参加ください。お待ちしております。                         

  

「思春期の子のここ

ろがわからなくなっ

たときに読む本」 

著者：渡辺久子  

出版社：カンゼン 

親子関係について、今一度

立ち止まって考える際にお

勧めの本です。 

「心の地図」（上・下）               

こころの障害を

理解する 

著者：市橋秀夫 

出版社：星和書店 

精神医学を学ぶ際に、最初に

手に取った本で、お勧めで

す。 


